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那珂川 CF(コ ミュニティーファーム)開設

栃木ダルク 代 表 栗 坪千明

今回は4月 1日 オープンとなる那珂川 CF(コ ミュニティフアーム)に ついて書

きます。

栃木ダルクがかねてより作 りたいと思っていた農業をプログラムの中心とした

施設を開設する運びとなりました。現在は宿泊施設だけ確保し、事務所とミーティ

ングや他の特別カリキュラムを行うスペースを作っているところです。

那珂川町で農業を営んでおられる星農園の星一明さんの協力で実現する事とな

りました。昨年から週に2度 のベースで責任者となる柴田と夢川を中心に 4-5名

のメンバーで農業体験を重ねて来ました。何度か通っている間に、効果が現れてき

ました。特にコミュニケーションがうまく行かないメンバーに濠1的な変化が現れ、

感情表現が良くなりました。明るくなっ

たというのもありますが、自分が今どの

ように感じ、どうしたいのかを日に出し

て言えるようになってきたのです。これ

はアルコールや薬物によって感情表現の

乏しくなったメンバーには大きな一歩と

言えます。

約半年間那珂川町に通ってこのよう

な効果を確認し、この度の施設開設につ

ながりました。

すでに星さんのご好意で米をつくる

田んばと野菜を作る畑、それから農閑期

に出来る作業として腐葉土作りなども用

意されています。農業には素人である私

たちにとって星さんはとても心強いとい

うよりなくてはならない存在です。特に

お父さんには栃木ダルクのメンバーを
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快く受け入れてくれて、優しく指導してくださって、とても感謝しています。

また今年は栃木ダルクにとって大きな一歩となる年です。栃木県業務課の委託事

業である再乱用防止教育事業も参加者は 12名 となり、初年としてはまずまずのス

ター トを切っています。

乱用防止パ トロール事業は、メンバーたちもがんばってくれて毎回沢山の人たち

への啓発が出来ています。

またカウンセラー養成講座も、栃原を中心として研修会を無事終え、冊子の編集

作業に入っています。関心の高さを感じる事が出来ました。

施設事業においても那須 TCの 新施設購入も実現し、施設長の長谷川を中心にと

ても良い環境で回復カリキュラムを実施出来るようになりました。引っ越してすぐ

に丼戸水が枯れるという問題が起きたのですが、とちぎ家族会 (NPO法 人アディ

クションサポートセンターとちぎ)の ご協力でなんとかクリア出来そうです。

このように地域の中で私たちの活動が認められつつあるのも、これまで支援して

くださった方々や、現在もご協力くださっている方々なくしてはあり得なかった事

でしょう。

社会に必要でされ続けることには、私たちも努力をしていかなければならないと

思っております。

今後も栃木ダルクは様々な事業をまだ苦しんでいる薬物依存者に向け展開して

参りますので、ますます皆様のご指導ご鞭撻をお願いたします。
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初体験

皆様、改めましてこんにちは、薬物依存症のクロ

です。私が今までの過去の経験を基にこの先の人生

に必要とするべく、回復プログラムヘと繋がるまで

と現在までの体験談を書かせて貰います。私のアデ

ィクション問題 (薬物の初体験)は 遡ること約 20

数年前、義務教育真只中の時でした。学業をさて置

いて好奇心旺盛でとてもいい加減な人間でした。当

時は、365日 、24時 間、年中無休体制で、手軽に

購入可能な 「酒」でこれまでの人生を棒に振って来ました。自動販売機で

友達と購入し使用したのが最初でした。気の弱い私にとって、誰とも接す

ることなく自動販売機での購入は私には、とても有難い存在でした。

当時は、未成年者と言う弱みと共に 「気の弱さ」

が手伝ってか、周りや国道を走る車を気にしながら

もコソコソ、恐る恐ると愛車 (学校指定通学用自転

車)に 股がり、愛車のリヤカバーには生徒番号が印

刷されたシールを貼 り、ジャージ姿 (体育着)で 、

いざ自動販売機の有る酒屋へと向かいました。その

時の私はシラフだが感覚的に問題が在ったと思い

ます。直ぐに逃避出来るようにと、現場 (酒屋)か

ら離れた場所に愛車を置き、心拍数をドキ ドキバクバクさせながら、今に

も日から心臓が飛び出しそうな程の緊張感と言い訳を考えながら体育着

のまま、自動販売機の前に立ち現金投入ロヘ現金を入れようとしました。

その瞬間に通り掛かる車両のクラクションが鳴り響き 「ビクッ」と手を差

し戻し、その場から逃げ出そうかとオ ドオ ドとすごく挙動不審な少年でし

た。一旦その場を離れ、作戦を練り、再びとても小さな勇気を振 り絞 り、

薬物の購入を試み、そして成功しました。即座

にジャージを一枚脱いで薬物を包み隠し愛車の

カゴヘ、猛ダッシュで 「ハア、ハア、ハア、」と

マイホームの自室へ持ち込み、台所からコップ

と栓抜きを持ち帰り、「ハア、ハア、ハア ・・・」
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と息を切らし好奇心と欲求とでいっぱいで

した。そして、先ずはビールの蓋をシュポン

ツと抜くと床一面が、ビールと泡だらけにな

ってしまい、更に息を慌てて 「ハア、ハア、

ハア、ハア、ハア、」と 「ばれたらおこられ

ちゃうだろ―バカヤロー」と心で叫びながら

額の汗よリティッシュで床のビールを拭き

取りそして、いよいよコップヘと、再び 「ハ

ア、ハア、ハア」「トクトクトクッ」「ハア、ハア、」とコップからビール

をこばしながら注ぎ、再び 「ハア、ハア、ハア、」と汗を拭いながらコッ

プを見つめ不安と焦りと挑戦との中、又再び 「ハア、ハア、ハア、」と酒

をこばしながら一気飲み。結果はすごく不味く苦く感じ、そして、ロレツ

が回らなくなり別世界に行った気分でした。そして、その瞬問から私の精

神年齢のリズムは止まり、薬物依存症者としての生活が始まり、同時にそ

の時の精神年齢のまま生きる事となりました。当時は、好奇心旺盛で、楽

しく生きる、その時さえ善ければ、自己行動に責任が懸かる事も理解せず、

親の傘の下で甘い汁を啜りながら生きてきました。過去四年前までの私は

薬物が恋人じでした。

支えで、自己時計の中、わがままに生き、そんな環境で生きて来れまし

た。その結果、居場所を失い、薬物依存の治療、新しい生き方、人生の再々

スター トをする為に、仕方無しに強制的に嫌々、栃木ダルクに入寮しまし

た。そして家族以外との共同生活。精神面、特に攻撃的態度者に弱い私に

とっては最悪、不運の連続でした。何度となく神、仏、仲間その他のもの

を恨んだ事か本当に疲れきっていました。

当初、回復施設とは名ばかり、糞の集まり集団だと。

ラレ、今回入寮中にもイジメラレ、家族に対しての

裏切り、自分への薬物使用での慢性的な自殺的行為

等、何もがどうでも良かったと本気で思いながらの !|

あらゆる囚われで放棄人生でした。だが、それに対 |

しての何の抵抗も出来ない、ただ無抵抗なだけの弱 |

い自分に気付かされました。常に孤独、この世に

就業先でもイジメ

球
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生きる存在疑問さえ伺う過去と現在。

本当に精神的に辛かった事を覚えてい

ます。自分を棚上げ、視線は周り、我

は棚上げ、何処にも居場所的な物が無

く、常に現実逃避のオンパレー ド。奈

落の底に向かって、ひたすらにマイベ

ースで後悔を逃げる事を目標に生き、

何だか寂しい生き様で、苦い思い出だ

らけの人生でした。そんな、孤独な生

き方、辛い生活の中を通し、栃木ダル

クでのプログラム成果で、生まれて初めて自己を見つめられるように少しずつだが

成って来ました。様々な月日が流れ、一定の落ち着きと心の平安を取り戻していた

時、プログラムで毎週火曜、水曜と那珂川町ファーム研修へ行った初日の火曜日に

母方の父の病死を知らされました。

一瞬、目は点になり動揺し状況を受け容れる事に戸惑いました。

慰めてくれる責任者に助けられ状況を受け容れられました。人生は辛く大変だと

思う。でも負けずに生きて行く。埋め合わせと幸福の為に。

2月 献金を下さった方々

横松もりと後援会事務所様、富士見ヶ丘卒業生を送る会様

栃木県更生保護女性会連盟様、アディクション家族会とちぎ様

匿名4名 様

2月 献品を下さった方々

腰井三夫様、時庭勝彦様

匿名6名 様
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